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ていた。獄中で功利主義の祖、ベンサム（Jeremy Bentham）の主著である An 
陸奥宗光の思想形成206
Introduction to the Principles of Morals and Legislation を訳し、『利学正宗』
として出版した。その翻訳は、「極めて明晰暢達で頗る理会し易く、其の漢学
の素養は訳文に一種の風趣を与へて居る。〔中略〕殊に一驚を喫したのは、開


















































































4 月 9 日）。
3）　中島信行談。「福堂逸話」（『東京朝日新聞』1897 年 8 月 30 日）。





































































　嘉永 5（1852）年、9 月に山中俊信、12 月に徳川治宝が亡くなる。紀州内に
はもともと勢力争いがあり、宗広は治宝の死の直後、その月のうちに失脚して







































聞』1938 年 3 月 31 日朝刊）。





































































































































の一人として、文久 2 年 12 月（1863 年 1 月）、昌平黌儒官に任じられた（若









































































































































（1865）年の入塾とされている（大久保 1986、村瀬 2000、許 2011、朱 2014、
吉岡 2016）。
　陸奥が入塾した日付は定かでないが、何家の日録によると、白峰や薩摩の前









23）　「公私日録」元治元年 7 月 2 日、元治 2 年 1 月 8 日（「何礼之文書」リール 1）。
なお、その意味するところは不明ながら、『日刊世界之日本』は陸奥が亡くなったと
き、葬送に集った大勢の人のなかにフルベッキの姿があったことを記している。「福
堂伯送葬余聞」（『日刊世界之日本』1897 年 8 月 31 日）。
都法 59 巻 1 号（2018 年 7 月） 223
行、田中光顕、そして大阪北司農局長から摂津県知事となった陸奥とともに、




や貴族院議員も務めている。モンテスキュー（Charles Louis de Secondat, bar-














































には、副言に宛名として坂本の変名である才谷梅太郎の名と、慶応 3 年 8 月
という日付が入っており、こちらが正しいと思われる。
都法 59 巻 1 号（2018 年 7 月） 225
（2）慶応 4年 4月辞職願
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